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年金裁判
最高裁兵庫事案
年金裁判

最高裁兵庫事案 不当判決に
　年金裁判は平成２４年改正法
による「2.5%の年金削減」の取り
消しと差額分の返還を求めた裁
判です。３９地裁と３６高裁で「原
告の請求を棄却する」という不当
判決が出されました。
　全国の地裁で１８１人の原告が
低年金、特に女性の厳しい生活
を証言しました。「７万円の年金
で電気・ガスも節約」など、年金
だけでは生活できないという高齢
者の暮らしが多くのマスコミで紹
介され、社会的な問題になってき
ました。

　最高裁は、２３年１２月１５日に兵庫原告団に「国の広範
な裁量権」を認め、上告棄却の不当判決を言い渡しました。
　しかし、三浦裁判官は補足意見で「年金受給者にとって
は、年金額が減少する上、このような年金額では生活の
安定を図ることが困難であることは否定できない」と低年金
の実態を指摘しました。

最高裁も「年金だけで生活は困難」と 年金生活者の声が最高裁に

年金の役割は　　　　 の
国民生活の維持向上を実現すること

生活保護裁判
名古屋高裁判決

　「生活保護費を減額した決定の取り消し」を求めた
裁判は、全国２９地裁で争われこれまでに１5地裁で
原告勝訴の判決が出されています。
　名古屋高裁では2023年11月３０日に一審の敗訴判
決を取り消し原告勝訴の判決を言い渡しました。判
決で生活保護費の最大10%の減額は違法とし、さら
に、余裕のない生活を強いられたとして、１人１万円
の賠償を国に命じました。

10％の減額は違法
1万円の損害賠償

憲 法 25 条

怒り

　原告らの「年金だけでは生活できない実
態」の証言で、さいたま地裁判決や大阪地
裁京都事案判決でも、低年金の実態が認
められてきました。
　最高裁に上告の際、大法廷での審理を
要求。第8次に渡る最高裁要請行動と4万
9000筆もの個人署名、2000通もの最高
裁長官への手紙を提出するなど、運動を
進めてきました。このような取り組みで、
最高裁にもようやく低年金生活者の声が
届き始めました。
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国連社会権

規約委員会に

審査と協力を

要請

国際基準

無視の判決


